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  漢字を読むことはできても、筆記が難しい児童生徒は、パソコン等のＩＣＴ機器を

使うことにより、自分の目で見て、適切な漢字を選びながら文章を作ることができま

す。追加・訂正がしやすいことや、鉛筆よりも速く書くことができるなど  

のメリットがあります。ＩＣＴ機器を操作して活動することで「自分の力  

でできた」達成感も得ることができます。  

 

 

５  学習面について 
 

Ｑ：筆記ではどのようなことに配慮したらよいですか？  

Ａ：○穴埋めプリント形式にするなど板書の量を少なくしてみましょう。  

・筆記に時間を費やすことが多くなると、書き写すことで精一杯になりがちです。 

          マス目の大きいものや拡大コピーしたプリントも使いやすいことがあります。  

    ・枠の中にバランスよく文字を配置するのが難しい場合は、罫線を引いたり、   

 マーカーなどでおおよその位置を示したりするといいでしょう。   

  

○紙やノートが動かないように固定しましょう。  

・マスキングテープで紙を仮止めしたり、市販の滑り止  

めマットをノートの下に敷いたりして、紙やノートが  

動かないように固定しましょう。そうすることで、児  

童生徒が紙やノートが動くことを気にせずに、書くこ  

とに集中することができます。（写真①は防滑紙を使用。） 

     

○鉛筆やペンを使いやすいものにしましょう。  

・細い鉛筆を握ることが難しい児童生徒には、鉛筆に補  

助具を付けることで握りやすくすることができます。  

鉛筆やペンにゴムのグリップを付けて太くしたり、目  

玉クリップ（写真②）を付けたりすることで、握りや  

すくすることができます。筆圧の弱い児童生徒にはサ  

インペンや４B 以上の芯の柔らかい鉛筆を使うとよい  

でしょう。（※詳しくは、「８教材・教具について」参照。）  

 

○パソコンなどのＩＣＴ機器を積極的に利用しましょう。  

・パソコンやタブレット型情報端末、トーキングエイド、デジタルカメラ、スマ

ートフォン、電子辞書などの機器を活用することで、コミュニケーションの幅

が広がり、本人の意欲につながります。  

    ・パソコンのキーボードカバーや様々な工夫をしたマウスなどがあります。  

    ・辞書などの厚い本を開いて、多くの情報の中から文字を探すのが難しい場合は  

     電子辞書が便利です。  

    ・観察学習などで、車椅子のため対象物の近くに行けない場合は、デジタルカメ

ラやタブレット型情報端末に撮って見せることができます。手元に画像がある

と写生や観察がしやすくなります。  

 

 

 

 

 

写真①  

写真②  
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Ｑ：文字を読みやすくするための配慮点はありますか？ 

Ａ：○字の大きさを拡大しましょう。  

              ・教科書や市販の絵本は、文字が小さくて読みにくいことがあります。必要に応  

じて、拡大コピーをとるなどして、読みやすくしましょう。  

 

            ○スリットの付いた紙を使いましょう。（写真①） 

              ・行を飛ばして読んでしまったり、読んでいる所を見  

失ってしまったりする児童生徒には、スリットの付  

いた濃い色の紙を使用すると効果的です。今読んで  

いる行にスリットを当て、順次ずらしていくことで、 

行の読み飛ばしや場所の見失いがなくなります。  

 

   ○パソコンやタブレット型情報端末の画面上に文章を表示させる方法も

あります。  

             ・児童生徒によっては、紙に印刷された文字を読むよりは、パソコンの画面上に

文字を表示した方が読みやすい場合もあります。タブレット型情報端末を活用

すれば、自分で読みやすい大きさに拡大することもできます。  

 

    ○プリントの情報量を工夫してみましょう。  

    ・伝えたい必要な情報をできるだけ絞り、文字を大きめにします。また、色のコ  

ントラストを高めるなど、反対色を使って見やすくする工夫もあります。  

⚫  

Ｑ：教室の環境についての配慮点はありますか？  

Ａ：○机の中の仕切りを工夫しましょう。  

     ・トレイを２つ用意し、「学校に置いていくもの」「（自  

宅に）持ち帰るもの」として分け、整理します。  

 

   ○机の近くに、かごやカラーボックスを置くと便  

利です。（写真②）  

   ・右の写真のようにかごやカラーボックスを机の近く  

に置くことで荷物を自分で取り出しやすくなります。 

 

○机の周りに枠をつけてみましょう。（写真③）  

・プリントや鉛筆を落とすことが少なくなります。  

 

○学習がしやすい状況や用具を工夫してみましょう。 

    ・大きな画板にプリントを固定することで紙がずれずに  

     書きやすいこともあります。  

        ・両手を使っての作業（定規で線を引く、はさみで切る  

          など）が難しい場合は片方の手の作業内容を固定する  

     と、やりやすくなることがあります。  

    ・机の上に斜めの台（書見台）を置くと、読み書きしや     

     すくなることもあります。（写真④）  

 

写真①  

写真②  

写真④  

写真③  
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Ｑ：テストやプリント学習での配慮点はありますか？ 

Ａ：○テストを拡大する等、解答欄を大きくして書きやすいようにしましょう。  

   ・解答欄が小さい場合、枠内に記入しようと努力し、解答にさらに時間がかかるこ    

    とが予想されます。  

  

○問題を分けてみましょう。  

・１枚の問題用紙の設問を、４問から１～２問にするなどの配慮が  

考えられます。  

 

○算数・数学では、計算用紙を別に渡しましょう。  

・テスト用紙の余白に計算を記入してしまうと余白が埋まり、どれ  

が正答の式や解答なのかが分からなくなることがあります。  

 

     ○書字が苦手な児童生徒には、テストの時間延長も考えてみましょう。  

   ・書字が苦手な児童生徒は、テストの解答を考える時間よりも、考えた答えを解答  

    欄に書くことに大部分の時間を費やしてしまいがちです。  

 

 

 

 

 

鉛筆などが転がっ

ても落ちないよう

に枠が付いてます。 

身体に合わせてく

り抜いてあります。 

 本校では、通常の机

よりも幅が大きく、机

の外周に机上物落下防

止のための枠が付けら

れているものを使用し

ています。高さも様々

用意し、形態も車椅子

の形状に合わせて市販

品を加工するなどの工

夫をしています。  

理学療法士（PT）と連携し、

個々の身体に合わせて作製。 

脚の高さを簡単に変え

られます。  
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写真③  

Ｑ：姿勢についてどんなことを配慮すればよいですか？  

Ａ：○椅子に座ったとき、姿勢が不安定になっていないか、確認しましょう。 

・場合によっては、写真①のような両脇を支える椅子も有効です。特別な椅子が

なくても、座面に滑り止めマットを敷いたり、足底がしっかり付くような足台）

を置いたりすることで、安定性を高めることができます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ：図工や美術では、どんなことに配慮したらよいですか？  

Ａ：○物を立体的にとらえることが難しい場合は、写真に  

  撮って見せましょう。  

     ・写生や模写をするときに、立体物を平面的にとらえて、

紙の上に表現することが難しい児童生徒がいます。その

場合には、対象物を写真に撮ってプリントアウトし、そ

れを手本にすることで、平面的にとらえやすくなります。 

○筆だけでなくタンポやローラーなどを活用しましょう。  

       ・筆を使って描くことが難しい場合は、タンポやローラーなど（写真②）を使う

ことで、表現が広がります。平面だけではなく、立体作品の色付けにも使えま

す。  

  ○はさみを使う時は、使いやすいはさみを選んだり作成したりしましょう。 

           ・いろいろな形の特殊ばさみが市販されています。店頭に並んでいなくても、カ

タログ注文で購入することができる商品もあります。また、一般的なはさみに

少し手を加えることで、一段と使いやすくなる場合もあります。  

 

力の弱い児童生徒や開閉が困難な児童生徒には、軽く握るだ            

けで切ることができる特殊ばさみ（写真③）があります。カタ

ログ注文になります。このほかに、粘

土と市販のはさみで作る教具（写真④）

もあります。作り方は簡単！刃の片側

を粘土で固定するだけです。柄をつか

み、上下することで、自分で切ることができます。自分の力で

取り組もうとする意欲を喚起するのに効果的です。  

 

 本校では、児童

一人一人の座位

のレベルに合わ

せて、椅子を選択

しています。ま

た、座位保持具

「らくちゃん」の

活用も効果的で

す。  

座位保持具  

「らくちゃん」  

（パシフィックサプライ製） 

（※詳しくは「８教材・教具

について」参照）  

写真①  

滑り止め、背もたれ、
肘掛け付きのいす  

写真②  

写真④  
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Ｑ：リコーダーを演奏するときにできる工夫はありますか？ 

Ａ：○魚の目パッドを利用することで、抑えにくい音孔を、軽い力で押さえる

ことができ、演奏できる音を増やせます。  

   ・児童生徒がリコーダーを演奏する様子を観察し、  

        自分でしっかり押さえられている音孔はそのまま  

         にし、押さえにくい音孔に市販の魚の目パッドを  

         貼ることで、押さえやすくすることができます。  

 

  ○指の状態に合わせて、音孔を押さえやすい位  

置に移動できるリコーダーもあります。    

 ・このリコーダーは、使う人の指の状態に合わせて  

音孔を押さえやすい位置に移動し固定すること  

ができます。トヤマ楽器より発売されています。 

         http://www.aulos.jp/ 

 

Ｑ：体育では、どんな指導内容がありますか？ 

Ａ：○本人にとっての「体育」のねらいを考えましょう。  

    ・題材に応じて、交流学級と一緒に行うものと、学級単独で行うものを計画して  

     みましょう。  

    ・交流学級の授業の中で、本人が参加できるようにルールを変えたり、役割を工     

     夫したりしましょう。  

 

○このような種目もあります。  

例）車椅子でもできる種目   

         ・フライングディスク  

            ・ピン倒しボール  

            ・スポーツ吹き矢  

         ・車椅子ダンス  

            ・ボッチャ   

       

 

体育での工夫＜ボウリング編＞  

工夫（写真①）  

 ピンの後方にセラピーマットを置くことで、ボールの勢い  

を吸収するとともに、跳ね返ったボールでもピンを倒すこと  

ができます。  

工夫（写真②）  

  ボールを転がす力の弱い人は、補助板のスロープを使って  

ボールを転がすことで、ボールに勢いがつきます。また、使  

用するボールも、ボウリング用のボールにこだわらず、児童  

生徒の実態に合ったものを選びましょう。  

 

例）ルールの工夫で対応できる種目  

  ・ドッジボール  

   ・バスケットボール  

     ・卓球  

  ・野球  

  ・バドミントン  

     ・バレーボール  

 

 

 

 

写真②  

写真①  

http://www.aulos.jp/
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体育での工夫〈野球編〉  

 

工夫その①・守備  

一般的な野球のように攻撃と守備に分かれず、守備側はヒット、アウト、ホームラ

ン等と掲示したボードを設置し、その場所にボールを当てることで、攻撃とします。

おもちゃの野球盤のようなイメージです。  

 

 

 

 

 

 

工夫その②・攻撃  

攻撃ではカウントをとらず児童がバットにボールを当てるまで続ける、バットの太

さや重さを児童の実態に合わせて変える、試合の進行具合によって１アウトで交代す

る等、一般のルールを児童の取組の様子に合わせて変えることもできます。  

 

 

 

 

体育での工夫〈サッカー編〉  

 

 

 

体育での工夫＜玉入れ編＞  

握力が弱く、ボールをつかんだり、握って投げた  

りすることが困難な児童生徒もボールが投げられ  

るように補助具を使用します。腕に引っかけてひも  

を引っぱると、止め金が外れ、ゴムパチンコの原理  

でボールを飛ばすことができます。受け皿には、即  

席カップ麺の空容器を使用しています。ゴムの強弱  

でボールの飛ぶ距離を調節できます。引っぱるひも  

の先に輪投げなどを用いると握りやすくなり、自分                

の力で引っ張ることができます。  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

   

    

  

 

 

 

 

 

 

 

工夫その①・ルール  

３人１組でチームを編成。ゲームに出られるチームの人数は  

   ２人まで。選手交代は自由。ゴール前では、人が集まりすぎる  

   ことを防ぐため、赤線の内側にシュートする人や守る人も進入  

   禁止のエリアを設定します。  

 

工夫その②・ボール  

車椅子からも見えやすいように、通常のサッカーボール  

よりも大きいボールを使用します。  

 

工夫③・足カバー  

足を保護するために、生徒一人一人に専用の足カバーを  

段ボールで製作します。  

 

 

ボールの受け皿  

引っ張る部分  
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体育での工夫〈シッティングバレー編〉  

体育での工夫〈バドミントン編〉  

工夫その①・用具  

 ネットを低めに張ります。  

 

工夫その②・用具  

 シャトルの代わりに風船を使います。滞  

空時間が長いのでよく見てラケットに当て  

やすくなります。  

 実態に合わせて、シャフトの短いものや  

ヘッドの大きいものなど、動かしやすいラ  

ケットを選びます。  

 

 

 

工夫その①・用具  

 ボールが通るくらいの高さにネットを張り、ボールがコート外へ転がっていかない

ように板で囲います。  

  

  工夫その②・ルール  

   ネットの下を通して相手チームへボールを転がし  

ます。囲いの板に点数が付いていて、ボールが当た  

ると得点になります。味方とのパスミスで板にボー  

ルが当たった場合も相手の得点となります。  

   必ず２回パスをして、相手チームへボールを転が  

します。（レシーブ、トス、アタック）  

   座った姿勢を基本としますが、寝た姿勢でもＯＫ  

です！体のどこに触れてもよいです。  

   １ゲーム１０分間で、チームの人数は３名で行い  

ます。  
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体育での工夫〈カーリング編〉  

カーリングを本校バージョンにアレンジしました。ストーンにはキャスターを付け

ています。  

赤組、白組に分かれてストーンを同じ数ずつ転がし合い、合計点を競います。２点

エリア（写真①）でストーンが停まった場合は２点、それ以外のエリアは全て１点で

す。ストーンの転がし方は、自由です。床に座って手で押したり、スロープやスティ

ック（写真②）を使ったり、それぞれ得意な方法で転がします。  

                          

ボッチャについて  

東京パラリンピックで話題になったボッチャは、簡単に  

説明すると「的当てゲーム」です。ジャックボール（白い  

ボール＝的になる）を目標にして、赤と青のボールをそれ  

ぞれ投げ合います。６球ずつ投げ、ジャックボールに近い  

方の色が勝ちです。  

ボッチャは、投げ方にきまりはなく、誰でも楽しめるス  

ポーツです。投げる、転がす、補助具を使うなど自分に合  

った方法を選ぶことができます。写真③のように補助具  

（ランプ）を使うこともできます。アシスタントは、ボー  

ルを渡したり、ランプを支えたりしますが、コート内を見  

て指示したり、助言したりすることはできません。      

１対１の個人戦、複数の人数で行う団体戦があります。  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※手術後など特別な配慮が必要な場合は、どの程度の動きなら可能か等、医師の許可や

確認が必要なこともあります。  

 

○参考サイト  

・宮城県立拓桃支援学校  拓桃スポーツ集  https://takuto.myswan.ed.jp/sports 

（写真②）スロープ（奥）とスティ

ック（手前）でストーンを転がす  

（写真①）テープを張って作った２点エリア  

写真③  

https://takuto.myswan.ed.jp/sports

